
 

参考となる成果整理表 

 

GAP認証によりリスクや農作業安全に対する意識が高まる 
福島県農業総合センター 企画経営部 経営・農作業科  

１ 部門名 

農業経営－農業経営－その他 

２ 担当者名 

   芳賀三千代、作田善紀 

３ 要旨 

GAP 推進のための基礎資料を得るため、福島県内 GAP 取得経営体へのアンケートにより、

GAP 取得が経営にどのような改善効果をもたらしたかを把握した。その結果、GAP 導入前後で

リスクや農作業安全に対する意識が高まり、取得後も衛生管理や農作業安全意識が継続するこ

とを明らかにした。                                                                                                                           

（１） GAP 認証取得後、GAP への考え方が変わった経営体割合は全体の 68％だった。また、考え

方が変化した項目は、「リスクへの意識」や「農作業安全に寄与」で高かった(図１)。 

（２） GAP 認証取得により「衛生管理への意識」や「農作業安全意識の改善」、「農作業事故・ヒ

ヤリハットの減少」が特に改善し、それはGAP認証取得年数に関わらず高い傾向にあった。

また、「農作業安全意識の改善」や「農作業事故・ヒヤリハットの減少」は GAP 認証取得直

後の時期である 1 年未満で高かった(表 1)。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

４ 成果を得た課題名 

（１） 研究期間 令和４～令和６年度 

（２） 研究課題名 GAP を活用した経営改善効果の検証〔第三者認証 GAP 取得等促進事業〕 

５ 主な参考文献・資料 

（１） 若林勝史・田口光弘，GAP 導入農場における農場管理の実態と経営改善効果－GAP 導入農

場による経営改善効果に関するアンケート結果－，2013 年 

図１ GAP 認証取得前後における GAP に対する考え方の

変化(左図)と具体的な改善項目(右図・複数回答)  

※１ アンケート実施期間：令和４年６月～１０月 ※２ 回答数 435 人 ※３ 具体

的な改善項目は GAP に対する考えが「変わった」｢どちらかというと変わった｣と回答

した経営体が回答 

表１ GAP認証取得年数別GAP導入により得られた 

改善効果とその割合 

※１ アンケート実施期間：令和４年６～10 月。改善効果に関する質問項目

20 問。改善、やや改善、変化なし、やや悪化、悪化の 5 段階評価  

※２ 改善･やや改善の回答が多かった上位３項目。回答数はそれぞれ 

1-439 人、2-437 人、3-436 人 

※３ 改善率は｢改善｣｢やや改善｣の割合 
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リスクへの意識

農作業安全に寄与

農場管理の見える化

経営改善に寄与

将来的に必要

ブランド力向上

PDCAサイクルを意識

産地の維持･拡大

全体 １年未満
１年以上

３年未満
３年以上

1.衛生管理への意識 82.0 77.1 83.8 81.2

2.農作業安全意識の改善 81.2 89.6 79.3 81.1

3.農作業事故･

  ヒヤリハットの減少
69.3 81.3 65.8 70.3

改善効果が高い項目※2

改善率(%)※3


